
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 境港総合技術高等学校 

重点項目 地域連携 提出日 令和５年４月２１日 

 

１ 学校目標 

（１）個々の持つ個性、適性、可能性を最大限に開花させる。 

（２）自主・自律の精神と、他者への思いやりを持った心の育成と創造性豊かな人格を形成する。 

（３）地域の特性を生かして成長し、確かな知識と技術を身につけ未来を切り拓く人間を育成する。 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

〇地域連携をとおして、専門教育への理解をはかると

ともに、地域社会の発展に貢献できる人材を育成する。 

＜数値目標＞ 

【全体】 

（１） 総合技術フェア参加者１，０００名 

（２） 課題研究発表会参加者４０名 

 

 

 

【各科】 

海洋科 ・船舶・漁業関係に８０％以上就職す

る。 

食品・ビジ

ネス科 

・就職希望者の９０％以上が食品・ビ

ジネス科で学んだことを活かし、食

品及びビジネス関連へ就職する。 

機械科 ・機械・自動車関連企業に９０％以上

就職する。 

電気電子科 ・電気電子関連企業に８５％以上就職

する。 

福祉科 ・福祉関連企業に就職希望者の６０％

以上就職する。 

 

○多くの専門知識や技能を習得し、専門資格の取

得につながった。 

 

＜数値結果＞ 

（１） 総合技術フェア参加者４０６名 

（令和元年度１，０７５名） 

（２） 課題研究発表会参加者１４名 

（令和元年度３５名） 

 

【各科】 

海洋科 ７８．９％ 

（令和３年度９３．８％） 

食品・ビジ

ネス科 

９０．５％ 

（令和３年度９６．３％） 

機械科 １００％ 

（令和３年度９０．０％） 

電気電子科 ８６．７％ 

（令和３年度 ９４．７％） 

福祉科 ６０．０％ 

（令和３年度９４．４％） 

 

様式２ 



３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

学校連携チャレンジ・サポート

事業（ＳＰＨ） 

 

海洋科 

 

・公立鳥取環境大学と連携することにより、本校

生徒と大学生が一緒に実習船に乗船し、高度な

技術を使っての海洋調査を間近で体験すること

により、生徒の環境調査に関する関心を高め、

海洋関連分野に関する進路意識の向上につなが

った。 

社会人講師活用事業 全科 ・県内の各専門家を招聘し、講義、技術指導を実施

し、職業観、勤労観の育成の一助となった。 

【独自事業】 

地域とつながる教育 

 

食品・ビジネス科 

 

 

 

 

 

全科 

 

 

 

 

 

食品・ビジネス科 

 

 

 

機械科 

 

 

福祉科 

・５月には３年振りに開催された中野港漁村市に

出店し、地元水産関係者とともに水産業の盛り

上げに貢献した。また、１２月には米子空港で

開催されたクリスマスイベントで本校実習製品

を販売し、接客マナーを身に付けることができ

た。 

・総合技術フェアは、３年振りの開催となり、来場

者（４０６名）は目標には届かなかったが、アン

ケートの回収率は高く、生徒の接客や対応、取

り組み、内容について高評価をいただき、地域

への発信・連携・貢献ができた。 

・地元水産物をよりおいしく食べる方法、実習製

品のラベルデザイン作成等の事業を実施し、水

産加工業に対する興味･関心が高揚し、水産加工

技術と魚食の普及につなげた。 

・福祉科のコンサートにおいて連携し、マイコン

カーを展示・実演し地元園児の関心を集めイベ

ントを盛り上げた。 

・福祉科の学習で学んだことを地域に還元し、な

かよしフェスバル・秋のぽかぽかコンサートで

地元の園児とふれあい、コミュニケーション能

力の育成と、地元こども福祉に対する興味関心

の向上につながった。 

地域貢献と役立ち感の醸成 福祉科 

 

 

食品・ビジネス科 

 

 

 

全体 

・環境美化活動は、校内外で実施。特に、はるかの

ひまわり絆プロジェクトでは、校内外でひまわ

りを栽培することで、命の大切さを再確認した。 

・食品・ビジネス科の生徒が、感染症感染防止対策

を万全に行い、境夢みなとターミナルを会場に、

新巻鮭の販売を実施し、接客マナーとコミュニ

ケーション能力が身についた 

・その他の高校生出前講座、公的施設の電気機器

レスキュー隊は、新型コロナウイルス感染症防

止対策のため、実施できなかった。 



学校理解のための情報発信 

 

 

全体 ・課題研究発表会は３年振りに来客を招いて開催

し、専門科の学習内容を知っていただく良い機

会となった。 

・中学生体験入学は、参加者からのアンケートで、

時期、時間、内容ともに高評価で、進路を決定す

るうえで大変参考になったとの感想があった。 

 

４ 総合所見（成果・評価） 

 コロナ禍の影響から計画していた事業の完全実施とはいかなかったが、地域連携重点校として、地域と連

携しながら地域の教育資源を最大限に活用し、専門教育への理解を図るとともに、専門人材育成に取り組ん

できた。その結果、食品・ビジネス科では、「ＬＯＣＡＬ ＦＩＳＨ ＣＡＮ グランプリ」において地元の

天然クロマグロの胃袋を加工した缶詰が、地域との連携なども高く評価され、全国５５チームが参加した中

で最優秀賞に輝くなど、地域と連携した取り組みが成果を上げ、生徒の自己肯定感や達成感、チャレンジ精

神の育成にもつながった。 

 総合技術フェア、課題研究発表会はコロナ収束とは言えない中で３年ぶりに開催することができた。参加

者数は目標に届かなかったが、参加者には高評価をいただいた。来年度はコロナ以前と同様に参加していた

だけるよう、引き続き地域への情報発信・連携に取り組みたい。 

また、多くの生徒が専門性を活かした地元企業に就職し、習得した知識や技術を活かし、地元社会に貢献

できる人材の育成につながった。 

※枚数任意 

 


